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利尻島における金比羅、不動信仰

工藤浄真※

はじめに

利尻町立開物館では、昭稲田年度より利尻島内における民間信抑を主要テ マとして調査を実泊

してきた。現在までに固後織にEる儲抑をテ マとして敬り上げ、その調査を行なL、、その成果を

舟表し報告してきたものである。今年度は、金比援と不動の各信仰につL て調査を行ない報告する

ものである。

? 金比羅信仰について

この信仰は、日本国中に広〈漁業並びに航海業に従事 r る人速に依って信仰され、全国に約七百

社の分社が教えられている。

本宮は、四国香川県 若手平町にある金刀比躍宮で山号を段頭山と称し、他の民間信仰の神社と違

った名称を有する。
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第 1 図 利尻島内金比羅神社・不動信仰分布図

※浄土宗尊称寺住職 河内尻郷土史研究会々長
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利尻町立博物館年報第 6集 19釘

島内には、社顧建築物を有する集団信仰団体は4 カ所あり、その中 3 カ所利尻町内にある。東和I

尻町には l か所があり、その歴史は伺れも古し、。

個人的なこの信岬と同線島内随所iζ見られ、他の民間摺仰とは変わらはいものがある。

しかし、他の民間信仰に比較して、信抑内容が深〈、祭礼行事も活発であり、瞳強〈維持され、

この意味では!日村社と同絡に近い機威を以て運営されてきている。

2 童比屍信仰とその起源について

(ｻ 金比羅神は本来インド朝で仏法守護神であった。

日本に仏教伝来して以後、航海安全の符といっ事で独立した信仰内容を具備きれ、日本古来の神

と々して祭飽きれるようになり、同"奇異、異和感をもたない漁業神として変容し今日に至ってい

る。しかし、他の民間信仰の神に比較すると刺尻島に於ては全刀比羅神の信仰の内容は守られてい

る。

更に利尻島に於ては、明治 4 年、( 1871 年〉の天塩園山口、水戸落也類に依ると、この時既に

社離をもっ神社が 6 字あって、 「金毘羅社、一宇」の配録がある。 注(I)

また、音放 6 年、( 1859 年)頃の利尻島一北部トマリ付近の図面には、 6 字。東南部ヲンネワ

キ付近 には 4 字の神社が確認できる。 桂(2) しかし、現存する金刀比躍祉はそれらとの関

連姓は考えに〈ぃ。

世って金毘羅信岬の存在は安政年間当時から認内れるが、明治 4 年 3 月に水戸藩が開拓世に報告

盤、 f当落主配所調密」の中の年中行事には他の民間信仰市事の殆ど認めれるが、この祭礼行事は

配敏されていな L 、。 住(3)

明治 8 年の佐藤正克奮中のトマリ記字中に「在世 J の 2 文字がある。これは民間(!仰神を祭配す

る同堂である事からも、今ここで報告する信仰神を考える意味から冊らかの依所となるものと考え

る。

現存するその民間信仰である金刀比躍信抑は直接的には明治;})年代にその起源があったものであ

る。

3 錬建網と鰭釣の漁章者の関係について

以上の島内の各民間信仰とその社殿建築物等の関係をみるに何れも鯨建嗣if!!業者並びに鱈動漁業

が密鋒な係りをもっている。

金刀比躍宮の社殴は、利尻町沓形字栄孫、同町字種宮町、同町字泉町り利尻町の 3 か所である。

また、東利尻町鬼脇市街地の刺尻小学校近くである。

その中、上記 2 か所は現在部落神社として位置され後者の 2 か所は広〈両地区内の信者により維

持運営され祭礼行事を執行し、漁業鋭方衆の維持信仰から漁業に従事する一般漁民によって官理運

宮されるようにはってきた.
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(1)栄渓神祉

部落のや与中央の道々の山側に晦に面して建立されている。注('1

この神社の符殿の掲額には、 「金刀比騒宮 明治二十四年三月 悲二夜三日祈祷漁機潤沢守護

修J <ある。

後「明治四十三年十二月二十六日、願主、日中、鴨舟辺崇敬者。祭主常緩井武地J とあり、更

に掲額文字に「奉斉稲荷神社社世新築。再睦落成、正遷宮J 左ある。

その事から判るように、金刀経宮は同格祭犯とも考えられ、現在でも「金刀躍さんj 左宮う人が

存在する。

大漁を闘ろ漁衆神であると同時にこの地域一帯の守謹神でもあったのである。

また、これだけの祭礼行事を報行ナるにはさ当時としては有カなるその地織の漁業者であったと考

えら才もる。

それらについての祥掴については不明であって手がかりとなるものが場主っていなL 、。

更に、社団法人、日本水縫救済会、沓形教働苛発行の詰所落成記念、利尻島沓形の務事史。(昭

和何年〕に依れば、 1889 年〈切治泣年〉の記録の中に、 「四国香川県容平に於て本会の剖立尭会

式を行なし\本部を同地に置く。初代会炎に金比臨宮司、琴陸有7哲就伍するりとある。

それで考えられる益事は、直接に刺尻との関係をもたなかったにしても、間後的には何らかの彩型

力はなかったのだろろかと雷ろ事である。

もう一点は年代的に緩近しても、る当金比躍信伸との関連性は全くなかったとは考えに〈いのであ

る。

位) 種宮町神社

由来について

ここの金刀比羅神社は縄宮町の部落神社として祭詑維持され、新自治会館内に叡戸で仕切られて

レる。

現神社の前身は唖屯内神社と称して、北見富士神社に昭和7 年12月に同神社宮司常盤井武知氏の

働きかけがあって合肥したものである。

それは、昭和初期の来曽有の不況時にあって経済的な理由により、村社でも本主i でもある北見積

土神社に合併しZ華社とした。しかし、漁業で生計を立てている部落民にとっては、豊漁を臨今漁業

仰を祭肥する室字が身近にない己とが心情的に納得できず、郡高民の総意に葺き、神社再興!と踏

み切った事から現神社が実現したと伝えられている。昭和 10年頃であったと伝えられている.

それ以前の神社は、明治32年 5 1:1 19 臼に創立されたもので「市杵島北兜命を祭神とする厳島神社

の分社止し、氏子世由戸を有する部落神社であ。た。旧社殿跡地拍犬の石像 1 対が残されている。

(大正 6 年尭行、宗谷主庁管内iii殖要覧ふ利尻町博物館所蔵〉

それで、同部落の浜のイナオ椅と呼ばれる地名の所に祭間信仰きれていた、金刀比羅神を移転遭

座して、社闘を再建し、次に旧自治会館内に彊亜祭犯してきたと曾う。
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それは、鋭咲の大きい新奏神社程の社世であったと宮われているが理由は不明である。

祭典につして

現在の金刀躍神社の祭神は、秩関県附身で当部落民の児玉平太郎氏の先代毅氏は、秩図押さ花輪村

の農村より、函館、石棺を量て明治35年頃利尻に来島し、現在地に住み漁業を営んだ。児玉家は本

来神職であったが、お代兵衛氏、羽代兵昨氏の父子三代は鱈的漁業を昌み、その一方世来からの金

刀比躍さんを崇敬し、臼夜忠る事なく守り臨け茸を盟立し祭記してきたものが現在の極富町神社の

神体である。従って剖始者は児玉氏で傭人の信仰祭配から都港といろ信抑集割による崇停神となっ

たものである。また、左右両脇に30センチに約一米程の「事代主命J r大物主命J の鈴軸文字が祭

柁され木製神札 2 紋ある。

中央正面に祭記する神体は利尻島内に冊同なレ、三神体木像で極銀色されている。台座の線機は

仏教的形慰に掴似して L る、三神体の中Uの神体は仙人風であり、その一段の両脇を契を広げた監

偽であり、岩石状の断面に安置されている。これが金刀比羅の中心的本源的神体と考えられる。大

きさは台座共的回センチで、中心になっている神体は的25センチ程である。(この由来は不明)

祭兵並奉納物について

神共に大太置と包太鼓の 2 個ある。

大大紋は、 「昭来四年 9 月、東京都浅草亀岡町、南部屋五郎右エ門J の焼判士字があり、 「俸制

大野与三郎、(富山県人)沓形町字種富町」とあって、直畳45センチの胴長太肢である。包太鼓は

古く使用に耐しない状態で文字等は全く判らない。

織や幕は l日自治会館内に保管されてしるが、比較Cト予手代の新しい物が多く、古くなって世別に耐

いなレものは見当らなかった。それらの寄進物は数えきれない程である。また、どこの神社にも見

受られる提灯や粧烏は目の届〈範田内ではなかった。

供物台として位周される「三宝」は 10世箇あり、山本陸治の民名があった。

l日自治会内には、祭典相慣ぞ神社に関する茸状闘が張付けられている。その中に輔の寄進に対す

る謝状として、?哲終弁武知氏名により、小企福三、畑中明、中国喜代治、中国真吾、張間徳次郎、

山下喜市、片山滝史の各氏毎容があった。新自治会館内の神前の紺拡は昭和田年 6 月に張間栄次郎、

草間トキの両氏が草野進している。旧会館内には、 布地に墨書の、 「大正11 年 10月 7 目、金刀比躍

大侮現、願主、佐藤康蔵」布札がある。これはその当時祭礼行事カ匂すなわれてL、た事を物語ってい

る。

祭礼行事

聞大祭は毎日醐祭日行なわれ、月倒祭も行なわれていたのは鯨ぬ時代のようである。現在は郷土

祭典時の 6 月に合せ執行きれるのみである。
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睦持管理運営についての変遷

明治32年 5 月 19 日剖聾された神社は厳偽と祭記され、昭和 7 年 12月に北見術士神社に併合された。

そして、昭和16年明に蒋興されたが、これは児玉氏の祭神を以て睡古町神社とし、以来今日に蓋勺

ているが、昭和41年に 1 月に旧自治会館内に更に置座している。

鯨漁時代までは建網揮者等部蕗有志者によって服務的に維持きれてきたが現在は、自治会内に神

社香且を組織し、書員長にー郷猛夫、委員に斉酷勝男、加藤盛土朝、斉藤武正、柴田徳蔵、清水良

治の各氏等によって運営され、総費在者は自治会長宮崎安太郎氏になっている。

部落神社としての性格が如実に表われているのは、昭和41年 l 月、(未確認〉の社監修聾の障の

棟キしに、 「奉納 社世修築正車座祭執行、鋭敏者代表、今野新三郎を筆頭に、高島金次郎、鎌繁一

割谷稿太郎、鎌田ヌ住吉、革問時三、柴図作五郎、宮崎富太郎、後藤吉響、回村正一、阿保務官、小

石劇太郎、谷永経蔵、北見11;土神社宮司正階位常磐井武知j とある。これは宮司以外全員が

縄宿町住民である。

また、この工事に際し、寄付者芳名板が旧会甜正面に掲示されている。次にあげる t 、中川岩太

郎、(厚熊町〕、斉藤政敏、大友啓治、梅浄和朗、安閉店土、(荒田商会)。宮下車雄、連山正二

刺礼水産、申漁業部、(富山県)。柿元恒官、常識等弁武知、佐野消、高島金次郎、官絡万太郎、村

谷甚一、鎌回世一、克玉平太郎、夜辺直治、穆図喜重、惣万正男、浜松七次郎、平田鉄蔵、大

助教治、種富町消肪団、大沢龍次郎、北村良一、商政務、小柳和夫、革問時三の各氏等団名である。

上記の者は全て金刀比賠償仰者とは言レないが、特に漁業神として聾持されてきた経緯はやはり

信仰心の表われとみてもよいのではないのだろろか。

更に、この地成伎民の先週の出身地は富山県、福井県、山形県、秩悶燥、新潟県、背森県にEっ

ており、部落神社という性線上住民全員が信者とは照らないが、出身県的特世のある信抑集団では

なく、容易に受容されている。

(3) 泉町金刀羅神社

この神社は部滋神社ではなく、沓形地区内 住む信者の集団によって祭柁され維持されている。

距沢直次郎は明治お年に来島し漁業に従事し、醒漁師から身を起こし後に篠盟嗣業を経営した。

飯沢氏は富山県新 )11 郡般沢村の農家より明治 18 年小樽に往して後沓形村亦唯、(現在の泉町〉住居

を構えた。明治 35 年に漁策の都合上、ルラン子マリ、〈現在醐拍)に移転し番屋兼家屋として錬睡

網を営み大いに豊漁を緩めた。現在の角谷本家の東隣り位置に当る。

悠択氏は明治 43 年に四国若手平村の金刀比離宮に E援護参拝し、その時に分霊醐礼を受け招来したの

が金万比躍神社の拍まりである。

帰島した胆沢氏は兄弟分に当る扱町商人村上石器氏宅に寄り、 時的に分監掴礼を預かった、そ

の後 1 か月半に夢告を畳けてより祖殿創立の話とはり具体化した。

そ乙で、二氏は同室建設する事を前提として担談の結果、場所在使制の地理的条件を考ぇ、緑町

の丘に建立する事にし、九尺に九尺の堂字規模を決め、地元泉町に存在する鱈曲集者、鯨盟問梨、
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信抑費向者連と相談した。尭起人に、飯沢直次郎、藤井隆蔵の両氏、明治例年の大祭日をJIllし建立

創始したのが明治例年JO月 9 日であり、村上石毛去三Eの仮宮より新世に週座、落成を見たのである。

社世新蝿尭願主、飯沢重次郎、藤井伝磁の両氏を筆頭に、村上石伝、葛西量五郎、寺図録音、新

谷rtf次郎、沼尻長蔵、竹口浅次師、押図徳次郎、惣万 三松、菅谷忠吉、宝来線吉、必下秀吉、 III

北福太郎、佐々木万平、蔵栄太郎、崎村六太郎、伊勢郁蔵の各氏@の寄進により、大工棟梁、塩谷

常吉氏により新築されたのである。

次は、昭和II年に信者の~l1容が年々増加したので、今までの9 尺に 9 尺の拝離では狭くなり、増

築の識が起り書員に、竹口石/I;部、大ミFJ0次郎、機浮徳治、沢谷ill太郎、原沼末昔、伊勢亀五郎、

鉛谷吉次郎の各氏等修築聾員として、同年 8 日盟工、 JOJJ 9S に大祭と同時に落成式を、北見官士

神社神診である前田創立時祭主の常継弁武胤氏か鳥武如氏とl!'わり祭主として執行している。宮大

工は線梁の潤滑太郎氏、大工職宮本電車口、石工港常治氏等で邑A設をど御伊作りとした。

三回目は昭和均年JO月に祉政移転完成している。他人の場所ではよ〈ないとの理解と参遣の丘に左

にそれている為的:l)米針移動、現在地の建物である。署員には、飯沢竹議(直次郎の干〉、世辺富

治、輔元福三郎、高島金次郎、南末吉、中谷竜太郎、村上石録、失図掴蔵、ミ年下芳蔵、鈴木乎、耳

西誼治の各氏で造営された。また、この移転工事は泉町青年聞の労力型軽仕もあったようである。

次は、昭和17年 9 月に@道階段の改修築工事が行われ、宗回末吉、大平伝次郎、竹口石次郎の各

氏が中心になっている記時がある。

次の工砲店は社務所として停酎右怖に 4 痔穫の増築工事を行ったのは昭和38年 6 月であり、成悶岩

音、竹口久利、字賀野龍雄、竹ロ石太郎、安E為男、葛西陶太郎氏等が世話人となり工事を進めた

ものである。

'l;品穆納物

奉納物は世十点あり、先づ、飯沢ハ Y氏の 1 尺 8 尺太鼓が大正 2 年 8 月。上彰巴之llIJ氏の剖の旗

は大正 5 年 6 月、吉凶喜之八、哲方自宅E商氏のま経灯"対がある。

品店掲額の「金刀比描神社j(彫剖文字〕は昭和II年 10月に梅祢徳治氏の都道で、鮮政掴額は、山

形羽後国飽海郡荒瀬村、佐藤岩次郎とある。(年月不明)

書錯絡は当初のものは古く判闘できなく、 2 個目は、昭和 2 年 6 月に寺緩作太郎氏寄進したもの

で現在である。

また、 9撲の検蒋 3枚、提灯、結局、歌 結踊等があり、小太鍛もあるが拙用不能である。

他に寄進者名桜が作世左倒の盛に掲示されている。

祭礼行事について

制立当時より毎月 10日の樹祭が行なわれ、冊大祭の 10月 10日に前日より行われてきた。錬漁の終

わるまでは、地元訓祉の宮司により司祭され、米、御神酒、鶴餅、生魚、 S貨物〈昆布、ワカメ等〉

14
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....物、果物、お菓子、塩水、赤飯蜘:供えられ伽4立ち御輿を出し、余興行事には、歌舞伎芝居

や相揮、盆踊りをした事もあり、盛大に執行されたようである。

入手不足になってからは行事も以前のように出来なくなってきてレる。この他に村祉の祭典には

応援協力の意味で抑興置嗣の行刊に、戦後に村社より揖り畳けた抑興を参加協力してきたが、現在

ではこれも入手が足りず困難になっている。拝融内にそれらの周具があっり、最近の物に見える点

実揮に行われていた事がE切される。

祭典について

き当初の分盤として招来されたものは、神障左側に犯られていたものが神体であるが、改築移転の

際に新し〈現在の祭神に喪っている。

最初の神体は、相田センチ、j;lき 1 m程の「全刀比盟富」と毘された対になった木札タイマであ

る。

正面に神体として祭記されているのは、四薗金刀比羅宮の祭神である。 r大国主命」と「郁代主

命」である。随神として左側に合肥している神は契機と大泉織である。との随神は、餌と踊子顕で

ある。蝿は長さ40"也ンチに帽剖センチ程のもので赤で銀色し、獅子頭は30セ γチ角位いの大きさの

もので、寄進者の結晶lin"'!;が維内へ移転し、田年目に泉町に胆った事を記企し、また、金刀比躍

さんの加護のあ勺た司王を暗樹し、自ら彫刻し寄進した神体である。記企の年に当たるのは昭和16年

10月である。 時的に当時の金刀比羅神社総代、田尻多一郎氏宅に返納したものを昭和3'年】O月

IOBle、北見富士神社社傘、常答弁武知氏の司祭により連座し合肥したものである。

経持管理について

鯨漁の終る昭和30年明までは修形地鼠内に居住する、館前、蹄建輔の商業者逮の信者に依って稚

持運営されてきたものである。

その後、錬ぬ皆無時になって、泉町部落一同の選挙により、昭和国年9 月に大祭を前にして、 8

名の輯代及び世話係を選出し、祭典その他のこれに閲する行事を執行されてきた。

この時の役員は、総代長に成8岩歳、関尻多市郎、小岩畏録、宮下繁雄の 3 氏が総代となった。

佐話人には、市村正雄、竹林兼太郎、成図直次郎、鈴木末官、長谷川勝四郎の 5 氏左なっている。

現在は自治会長である石坂力男氏が総代長として継承し、各部稼 2 名の委員の選出により維持運

嘗されている。

拝世内に掲示されている寄付者を教えると二百名を超える世になり、沓形地区全般の信者から形

成されている。

他の部落神社と途い、泉町に建立されている神社として、泉町部認を中心Jとして総持されている

が独立し、旧村社との直後的に関係をもたない神社である。
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泉町〈旧名亦稚)金刀比躍神社の由来並二割守謎(利尻町立博物館〉

明治何年、当村盟嗣桂営者飯沢直次郎氏は、回国讃岐の漁師の輯敬神、琴平村に髄鹿まします。

金刀比躍神社ヘ多持、木製の「たいまJ 一枚割畳け、(中型)して僻村しました。当時は今のよう

な空通の置はなく、小傷へ出るにも高気紛が便りでありました。沓形、鴛泊、鬼脇、天甑、遠別、

益毛等々寄港して小樽へ出たものです。帰りも主都港を重ねて三B位かかり沓形へ帰ったものです。

飯沢民も掴礼を制空けして婦られ、日頃より仲の良い兄弟分の村上石松氏の宅に一休して永の症

を蔵しに一杯召上り、御礼を村上氏の神棚へ上げたまま捌泊の自分宅へ帰り、 J，のまま割札の事を

忘れて居りました。

1 ヶ月余りたって輯朝、夢に白星白衣の老人が現れて見せました。その時、はっと気付き、村よ

氏の神棚の療を恩も、出し、あの御礼を忘れて来たと思し、出し、朝食をして早速わらじをはし、て村上民の

宅をおとづれました処、村上氏も飯沢氏と同じ夢を見て気がつき、臨キしを届貯ベくワラジをはhんとせ

し時、飯沢氏が来て、突は今朝のFの話をせし処、村上氏も向じlI'で突にあらたかなる神様である

故、亦稚の氏神様に祭ろろではないかと宮う事になり、両氏の話がまとまり金刀比羅織はぬ師の神

織であるから翌年の 10月 10日は金刀比羅惜の祭日であるから、其れまでに神社を新築する事になり

発起人、飯沢直次郎、藤井絞蔵、世話係り村上石世、葛西盟五郎、寺下季厳、押印徳太郎、宝来臨

昔、集に集を重ねて九尺二間の神社が出来上りました。 以下略

昭和田十一年六月吉日

沓形本町 岩島直松瞳III

4 政泊港神社

本年報第 5 集に綴告した中の 1 部に記してあるが、昭和:JJ年噴から部落神社に位置付けられると

同時に政泊部落民である宮下要一氏が鯨漁時代に定置漁業者として、毎年大漁初期に巡回来島して

いた小樽金毘躍院からの祈祷者に依って、この信仰を持つようになり、神体はどんなものか不明で

あるが祭杷していたが陣漁皆無になって稲荷神をも祭犯していた事もあってか、建網業者坪図の稲

荷祉に、他の政拍にそのような所もなく、合iEを依額したものである。

滝沢制作氏は刺鋼業者(鯨)であったが宮下氏向織にその情抑に入札同じく現在の政由時神社

に合記されたものである。

5 鬼脇金万露神社

鬼脇市街地中央の奥地に、拝闘は間口 5 聞に奥行 2 間白いて神殿 2 聞に 3 聞の鬼脇の金刀比躍神

社とその建築物等が建立されている。

社殿に向って左側の前に参道に面して高さ約 3 米程の石碑がある。

自然石に彫刻文字で、表函に「務納、金刀比羅神社H左側に「遭直六十五年配企」とある。型商

右側に、 「昭和31年 9 月 10 日 j とあって、次の氏名が見られる。
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吉岡定官、山凶由之助、石川普之助、旧醐市次郎、苅野栄太良肌吉沼利三郎、種谷鶴僚、三間徳

治、菅原鍛治、神岩蔵の 10名、石工、吉凶定官、その左右に本間勝、杉鴻亘とある。また、社世前

に石灯篭 l 対が建立されているが、提政治の名前が剖ざまれてレる。

上記から判るよろに、軍穫したのは明治25年となる。註ってそれ以前に酎拍建立されたと考えら

れている。

昭和11年10月 9 、 10日に起した「金刀毘躍神社、金輯白人帳J 中の記録に依ると、 「建立明治 19年

老久化の為修築す」とある。従って、J\I.筋金刀崩神社は百年以上の歴史を有する事になる。

しかし、jj1J立に係る由来忠雄、昭和11年10月に至る間の聖遣につL ての記録、資料は皆無に等し

しその曾い置いも向もない。これまで開査量過で判明した事は地元の漁業に関係する有力者に依

って戦前までは祭礼行事や維持管理がなされてきている

また、残っている上記賢料にも欠落部分があ。て符細については不明であるが、判明した藍軍を

たどってみるに次のようにな。ている。

鯨漁の終る、昭和31年 9 月 10 自に上述の石醜が、 6. 2日円の工酷で建立され、腕いて盟32'手に鳥

居新築工事が 1 ， 275 円の工買で新築されており、問じ33年 3 月 30日には滑ill神社の祭神である石碑

恵比調様と山の神を合肥し、その為の工事も行なわれている。

暫く聞をおいて、昭和42年10月に、 10.6叩円で社世小修理を実施し、同じく 48年に 115 曲O 円

で鳥居を新築してL る。更に49年には曲， 920 円の工買で社世の修理したが「建立明治 19年老久化

の為修築す」とし寸事で、昭寝瑚年 9 丹に、組工費 i 即7，加O 円て'大盟模修築工事が行なわれてい

る。

社酎の大きさは、 5~'に 2 間で神世は l 聞に 3 聞のものて・ある。

配録によると

括起人名

石川 郷、間宮竹俗、田淵市次郎、野宮武石、鶴谷昭吉、上国博志、飯田光畿、小林良雄、橋

悦語、俵谷芳勝、川村徐太郎、常名級、加藤正男、上回符、陣中袋一、神省造、俊谷敏治、

川村吉太郎、僑 功、和回 昇、伊膝敏琴、佐々木節男、計22名止なっている。

主な寄付者をみると

30万円鬼脇世，業組合。 25万円買利尻町。却万円石川筋。 10万円間宮竹訟。 10万円中

悶組。 5万円悶醐市次郎。同峰村雄段。同神岩コ同恥同木村豊里。 3万円笠島都太郎。

同道場幸雄。尭起人-2万円で合計寄付金額 2， 9位。叩O 円になっている。

昭和田年には、量級撞談、水道の両工療を突l@iしてレる。盛装は 313.070 円の工事費で、水道は

盟9 話。円の工事である。

創立当初の位置は、 l日北見神社の近〈と L われ、次で移転したのは 6 年桂の明治国年Jとなる。こ

れは、 「星霜百年J (利尻小学校晶行〉の中の記録の北見神社新築の年代と一致する。しかし、そ

の関連伎についてはよく判らなし、。
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祭典について

神殿内に更に掴堂( 1 閤 x 1 間余〉があって中は空茸であるが、獄布で覆われた大きさ 15センチ

余のものが台座として置かれてレる他に何もなL、。これが 2個である。それは、祭神とする「事代

主命、大国主命j を意味していると考えられる。祭壇右側には、帽 15<巳ソテに長さ i 米程の車状の

「金刀比躍宮、海上安全、大漁満足J r明治38年10月 J r利尻郡鬼臨港、船木梅吉J と「明治39年

11月」のものと 2 枚の金刀躍神礼がある。これが分聾された神体、最初の祭神ではなかったのかと

考えられる。

また、左右両協に石像神体が 1 ;対安置されている。これは清III神社を廃し、祭神を合肥したこと

に幽るものであって、 「えびす縫J r山の神」で、自然石に彫刻採色されている。左に車座して L 、

る山の神は、輯45セソチに高さ曲センチ程の平板状で、男女と思われるこ体の像力、居を略せ合う形

脂で浮出されてレる。えびす躍は立体像で約団位ンチ程て強今竿を持ち漁業神を表わしている。

神肱御堂と左右の何れにも紳輯と御幣が立てられている。烏内には余り見られなレ特融的な神融

内部になっていて壁代、簾等は最近新調されたものである。

昭和国年8 月から港祭りに傷力参加する務上置卸時に連座して神は「えびす緩J の神体である。

祭礼行事について

昭和11年以前について知る資料はなしが、以後における祭礼符，~につL ては、剖大祭の記事があ

る。

昭和11年 9 月 9 目、 10自に祭典を執行し、谷付金 80 円 15銭、祭典経費 75円10睦となっている。

昭和18年造の間の配揖はないが、戦時中のこの年には倒大祭を 10月 9 臼、 10 日の宵宮祭、本祭が

行なわれている。どんな内容か不明であるが、余興に「括動写真j が行なわれ、経費 お円田銭の

費用になっている。問 19年には、 6 月 10 日に「大漁御礼多り」を行ない、 9 月 9 日、 10 自の例大豊

には余興に子供相媛大会を、国円経費を以て突絡してしる。唱和田年には、他に 4 月 10 日に行なっ

た「大漁祈願祭J も行った記録がある。余興も最も盛んに、祭典を賑やかに執行したのは昭和辺年

の 9 月四日の倒大祭で、小屋僚をしコンクール、楽団醐奏、角力大会等が展開されている。この

経費 4， 6四円であった。

そのようにして、その年によって行なわれなかった事もあったが、昭和35年までは、大漁祈願祭

大漁掴ネL祭聞大祭の外にも行なわれ、余興に於ても同様であった。最近では、近年行なわれている「

洛祭り J の海上世御に神体を遷座させ、海上誼御に協力参加しているが、間祭での余興はなく、敢

て余興と雪えば、車会でのカラオケが眠やかさを展開している。

現在、聞大祭は、約:ll万円程の予算で執行され、漁業後鉛ー聾当り 5，曲O 円見当の寄有により賄

なわれている。

信者には、祈祷札が配られ什巌も多か勺たのは、昭和21年の 330 枚で、昨年は田枚であった。

信者世とは一致しないが、変動は伺傾向にあるといってよし、。

また、往時に習って子供連ヘ問符代りに、お菓子が与えられて L る。
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また、大晦臼から元且にかけて毎年由人->J人の参輯者があり、今も普同様に持腕してレる。

昭和29竿の聞大祭の寄付帳によると、一金壱千円也に、鬼臨漁業協同組合。刃、高樋水産株式会

社。利尻回漕店、株式会社北海道担行鬼脇支店。一金五百円也に、石川馨之助。図淵市次郎、吉岡

利三郎の各氏らの他に、東洋丸。俵谷酷之助。小嫡』刻家。五十嵐由次郎。加藤々音。三浦徳治。回

淵漆九郎。舟積富蔵。神岩歳。依図新音。菅原鍛治。中国平吉の各氏等教十名が記帳されている.寄

付者は必らずしも信者ではなく、偲々に葺動はあるが現在散は殆と藍っていなL 。

可祭神主は旧村社宮司に依頼し、神主位白戸、常磐井、佐々木の各氏と変っている。

維持管理について

戦前までは、料理店「末広屋J の山田由太郎失事が中心となって冊祭その他を執り仕切ってたと

いろ。昭和18年頃より、回淵市次郎、石川普之助、音問刺三郎の三民総代として、例祭、祈闘祭、

修繕工事等の質住を負ってきたのが間和田年代まで輯き、以後、現在であるが、とれまで約40年間

その職務にあった事になる。

石川普之助氏の没後はその子篤民総代長に、図淵1l;の後、知1宮竹鐙氏で、没後、その子~吉氏、

吉岡利三郎氏死去後、鶴谷昭吉、常名恒雄氏等総代としてその妊に当づている。

運営管理費は、祭典、修築工事時寄付金を以て、小修理に充て、信者集匝の主導に依って維持さ

れている

また、帳簿の初の欄に、米村長六、山岡兄君、図中兄弟の三者が寄付係として記されてし、る。昭

和11年 9 月 9 目、 10 日の格付者の各氏名欄には、山国白太郎、問中兵治の各民連記されてし、る。他

にこの姓はなL 、。

寄進奪舶物について

現在も金毘極通りと呼ぶ人がいるように、鬼脇地区における自由な信者が思ろ存分に祭礼行事が

行なわれていた。記録に見られる「席料」とか「ロロ礼」に向い知る。

それを物語る奉納物として提灯の寄進者に芸者衆の女性名の連なって L 、る。

また、奉納容進物には、太絞、務掲額絵馬等が残っているが、開査時点では社世内に入る事が

できず確認に至っていない。

祭神についても「金毘盟」でな< r金刀比羅J であるとし寸強聞する点、沓形泉町の金刀雄神社

の祭神 !c 同じ止考えられるがこれも確認できなかった。

余興、相撲大会で行司世であった上回一郎氏等の用いた準配も社世にあり、大きさ的25センチ位

である。

鯨睦鋼、舞漁業、鯵、回糟染者撃の有力者から現在は機船漁業者の信者に聖りつつも、鬼脇の金刀

比躍さんの存在意義が大き〈残っている。

他の記揖には、明治31年 8 月 16日剖立で氏子世担O 戸で、利尻郡鬼脇の所在地で無絡社、利尻神

神、祭神「大国主命J (他 4 神祭if) 左記されている。
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まず、寄進物の中の提灯に、三官丸船長、願主、永芥吉松寄進の直怪担セ γチ、長さ由センチ程

の円筒形のもの、それから、同じ大きさ、問形のもので一対になっているが、この寄進者名は、

カ家内、伝昔、吉弥。蘇の家内、〆容、福丸。よね家内、君子、ょう子。林家、記子、右太子、今

助である。

鯨激、銀漁の盛況時が偲ばれる飲食店街の芸者衆の信仰を今かがえる。また、白戸蹄三郎、みさ

を両氏の提灯もある。

また、腕長太鼓は車怪'5センチのもので、 「明治虫年 6 月、金刀比羅富J (宇野進者不明〉文字が

見られ、書鶴箱には、 「瞬治担年9 月」と配され、大きさは、 25センチに由セ γチ、高さ 30センチ

程ものがあって、その古きが知られる。

船尽には、上記と同年代と考えられる、尾本ュキ民寄曜の馬の轄と、久野スェ氏都道の布ではり

合ぜた絵の、 「牛若丸と弁慶」が掲げられ、比般的新しいものでは、昭和7 年 12月に寄進した起の

粧(図淵文江の名〕がある。

提灯も同様であるが、幕や噸は醍III上耐えず消失しており、現在、使用している幕は昭和45年 1

月を吉岡として第五替宝丸、石川1旬、第五政運丸、割谷正吉の両氏の帯進したものである。織も同

じである。吹流しまた同年代を新し〈、第五益宝丸、山田芳離の染文字が記されてしる。提灯は昭

布団年後製したものを佐用している。

他に寄進物は神市lの約30センチ程の大きさの灯哲一対があり、これは「昭和61年 10月吉目、第八

平野宝丸、石川篤」となっている。同年時に「酷物周朱龍三宝 3 台、第38万栄丸、常名恒緩J もある。

更に、昭和55年慣に大漁に感謝しても寄付したとし寸拝世玄関の掘鈴鹿がある。この上の「金比羅宮

」の掲額や提灯、絵馬等年代が記されてしなし、。

2 不動信仰

お不動さんは正しく怯不動明王と称し、または不動尊とも言っている。仏教系真吉宗務派中の本

開として祭肥されている場合が多も、。

その不動明王には話相があって本来仏法守護神とされていたが、仏教i暦想の尭展望E還に提L 、、龍

神、山神とも曾われる山岳信仰、或いは悪魔、病気、!J<難等の民衆生活の日常に係わる守謹神とし

信抑され、特定した倍抑集団はないが、利尻島内 2 カ所、不動尊並びに不動堂が存在している。

育"者は寺院本堂内に 2 体の不動噂像が安置され、後者は不動茸として独立した開堂に祭肥されて

レる。

当初は漁衆神であったようであるが、鯨不漁後はその信岬の内容が藍化しつつ今日に至っている。

東利尻町鎗泊字栄町、官嗣宗大法寺に 2 体の不動尊像が本掌内右側の祭僚に安置されている。

これは明治田年、〈昭湘19年の観もある) (注 5 )に和歌山県のある糞宮家系寺院に所属する修

験験者、買野融次郎、( r龍官、」の省物もある〕氏が、鴛泊字リヤラシナイ、(現在の湾内〉の漁

業、〈練盟嗣)を営む安速に錫衡し、利尻山頂に利尻島鎮守として、不動明王を祭砲し堂を建立
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する事を尭甑したのが最初である。

昭和由年II月舟行の島物かたり「著者 時雨音羽J には次のよろに記述されてレる。

明治国年、紀伊聞の修験者荒野儀次郎という者が、鴛泊村の臼沼の丘の上に庵室を結び、不動明

王の像を安置して、土地の有志の助カを受けながら、五月より七月に至る約百日間の断食修業を行

なった後.愈々畳山を決苛したが、この時宙島が現われ先潟となったξ缶えている。

この畳山は避に成功して行者は山頂へ極めた上、此所iζ止まること量日問、此ifrlC不動明王の分

身を彫刻して安置した。現在頂上の北峰に残る小社で、利尻神社と呼ばれたものがそれである。こ

の行者の拓L た道が、現在畳山道路の基礎をなしたものといわれる。

また、観光「牽I)尻J 留鳥〈昭稿142年 6 月初日印刷> (上遠野宿寿尭行)には次のよろに述べて

いる。

大法寺先代住職より広沢現住職にE々教えられた事を率直に申し伝える務に致します。

同人は、九州生れの真主祭惜坦天野時!l援と L、ろ僧イ昌〈九州を何年に出立したのかは不明〉、途中

托針をしながら明治 19年 4 月下旬、殺が利尻島鴛拍に瞳り、完リャウシナイ安連漁場に旅装を解き

食1;となり其の間荒野氏は利尻岳は人跡末時万山を聞き、是非自分のカで聞いて見たいと思L、、船

頭Eぴ漁失速と兼ね策ね相酷を誼ね、六月漁繊切鎗げをまって実行する事に決し、海の船踊は置っ

て山の先途となった。

最初、日沼の川添を目ぎして畳り、最後上疏に遣すると沢は 2 つに分れ、其の中間の車線を壁り

大体の欄孟を得たもので当日はそこで打切り、漁場に引退した。再び尾線畳る事数キロ、樹令百余

年もの蝦 松、トド俸の宅密林。たまたま日洩れする位の木下関これを過ぐると、とんどは刺尻特有

の綬幽竹の密集地帯?に蓋しかかり、突に難行。一日若衆五、六人にて監ト間より刈り取る事が出来

な録作業でしたが、不思議な本には築のaから雷鳥が一定の織形を道案内をするかのように尾線を

去来するので、天野氏が雷鳥も一世間って呉れたものと信じ、その通り道を開レた所、商量でもし

た椴順調に進み予定より早〈揮 2 の尾閣に遺したものであるが、きあ此処から先が大難所なので、

一行は漁場に贋る事をやめ悠に仮小毘を建てて作業を抽めた。

雷鳥は、相も韮らず現袋内をつづ妙、此処五ょうの伝説に白機古木が山一面の地に遣い、輯やまさ

かりでないと聞けなかったという。

今の長官碍の処塩乃竹経理訟毒事の密称征胆迄三ヶ月の月刊を到したところ、想像もつか由鍵事で

あったと治、

そこより淘花畑道は小臨や小ハン 1 木が所々に有るのみで、作業も舶闘であった。

ー行は第一、第二のロ ω ソタ岩に畳り、目標に杭を打込み、白布を五幣lit りにして贋ったと L 、ろ

が、それは大Eの初期まで有ったという目草者が居る。

荒野氏は越年した冬は不動明王像をきざみ、権現茸建立に再び来る漁期を待って、二十部の六月
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造現在の所iζ向を直て、不動明王を割み、そこに安置して一切の行事を完了した。

更にまた、次の記録がある。これは、明治29年 8 月 9 日の「利尻山観測記J ゅに

8 月 3 日 怯晴響時々 II来午前6時燭岩を.1修ス、此目、本泊村氏 2 名不動噂$甜の為め畳山

す.

4 日 快晴利尻山不動尊の点より山鍵名所の角度を猶量ぜり。

また、由来因縁を配した「圃先制尻J の中の『小玉栄太郎断倉の記』を記すと

昭和6年8 月 10目、鴛拍に上陸。同日本拍奥の院神社に一泊。弘等には不思聾な事に本人は此の

神社を断食の処と思い、本拍神社の社量によると此処ではな〈珂尻山頂だとゆきれ、 II 日朝、鴛拍

営林署主車、当時羽図榎明氏に断食許可を闘い出たが許されず、Il<に無断で畳山し、断食を蛤めた

〈中時〉

断食する追の本人の動植は不思量な事ばかり。本人は、後来目が不自由なので医師より治車にま

ず専念して居りし処、或る夜夢に"I尻岳に行き、不動明王神を礼押し、出来得れば断食して218間

祈闘すると全治すると毎夜の釦〈同じ夢を見るので、決心して実行する事に踏切ったと言う事です。

(以下略〕

以上の配蝿を比較倹討してみると幾つかの相違点がある。 r島物がたり」と「組先制尻J では、

年代に 3 年聞の喰L、途、、居留湯所、出尭地、名前会事である。しかし、掘り伝いによる記憶をたど

ったものであり、その資料的価置を言々するより事実を確認できるζ とで充分と考えれるし、由来

因縁を明らかに出来る務でよいと考える。

民間信仰神的神としての信仰内容は、以上の回同の記録で明らかであるよろに、 「雷鳥の刑来の

不思隠」、白布の五勝代り J r利尻島館守J r本泊村民の不動尊重彦り」、 「神週による不動明王神

の礼持」の文字を見ると仏数本来の神から日本古来の神へと宜容したものと官える。近年まで毎年

利尻畳山する数人の人遣には老令者が多かったが単なる組味だけあ。たとは考えられたい。

二体の不動噂像について

現在、鴛由大法寺に二体の不動尊像が安置されているのは、厨子入銀色の像は畳靭に利尻山田に

祭犯され、周子入れ尊像よりも、大きい他一体は三回に祭杷された像と宵われている。

また、二体共に荒野氏の彫刻とされているが、これは事実ではな〈、そのような量術者でなかっ

たとの践がある。世って二体とも本州脊蕊県より招来したものだと曾われている。

また、 ζの不動尊はどの位の年月祭配されたかは不明であるが、伺れも明治年代の中に山頂より

腐円厳鍋から守る為に移されたとレう。それを珪嗣業主の安置亀太郎氏の建立寄進した「舟j に適

度していたが、安置氏の檀郁寺である大法寺にr，"'J と同時に寄付され、建物は現在も聾っている。
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天井裏から破片絞に明治担年8 月連立の文字があり、大工名も記されていると曾われている。

制尻島敏守を闘って祭相されていた年代は、更に新し〈舟見された由来記の明治26年説もあるが

「庵」の建立年代から推測して明治田年説が正しいと考えられる。

明治26年の利尻山観測日配中に見られる不動尊信者の畳山記録から、利尻山頂に建立祭肥した事

は間違いないものと考えられる。

ますこ、鶴光「利尻」の中にある、小玉栄太郎氏の「堂内に入れた」と「雷鳥」の語感。事実は考

えにくい。

向れにしても、不動さん信仰は近年まで存在していた事はまちがいなL、。しかし、特定された信

者ではな〈最近では寺院彦監時にお参り合隼する程度である。

(2) 神屈の不動信仰

沓形字神居橋の山制向って右側に 2 間半の間堂が建立されている、これが不動院止呼ばれている

ものである。

その不動信岬の拍まりは、秋悶県南秋田郡戸 n村字嵯狭から筏形村字ルラソドマリ鍍の下の想定に

大正 5 年頃に来島鯨盟鋼業を営んだ、三冊長吉氏が信伸し、祭肥盟宜したものである。

安置されて不動尊像は高さ 95 センチ米の石仏で、コングリート製の高き 57 センチ米の台坐の上に

ある立像である。石像右側には、 「大正二丑年三月二十八日」とあって秋図県より招来し、漁業神

とした可能性が高い。

最上陸台坐石の正面には秩回県の住所と「利尻郡密形村ルラン泊、漁場、三浦長吉」彫刻文字が

ある。

三浦氏は舗拍で数年間、錬定世擦を経営したが、この地を去った。だが、不動堂はそのまま鴎さ

れ、獅泊、神居の住民が信伸し維持されてきた。場所は関拍療の上にあり、漁場の真上に当る位置

で昭和~年頃まで堂があったが老朽化し、どの位の大きさであったかは不明であったが台風により

破損したので、神居のこの近所に居住していた矢織さんが引取りお守りをして量年後に現在の浜醐

に住んでいた下家宅に JO 年以上祭詑し預かった、矢淵a;の後下家宅の移る聞の 1 時絵 E保氏宅にも預

ったと官われて L る。

その後の昭和 50 年 9 月祭礼日を期して、小坂市蔵氏等ら揖起人となり、現在の伺室「不動院 J を

盟立している。

寄進者板を次に記すると

不動院建立寄進者名

瞳造物一式小坂市車。 内装建材一式浜口千代。

金援参万円也下家みわ。金壱万円也米本とわ。金壱万円也菊地正。金五千円也斉藤正志

金弐千円也斉藤翠
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轍一対小坂由造。 幕一担中条 E。

昭和五十年九月佳目、となっている。

利尻町立博物館年報第 6集 1987

吹流し一対下家利作。

奉納寄進物等

奉納寄進物としては、上記の他に、安晶箱で大きな 47x24x 'J:!センチ米(高き)のもので「大正

五年正月三十日新製蘭泊藤原新之助 j とあり、また、平太置で直佳 30" ンチ米のものが祭具と

して「リン」とが正面左右に配置されている。寄進者は「今繍作太郎」とあって、年代は大正五年

一月になっている o

他に「不動尊安易軸 J r錨状 j のよ勺なものもある。

祭礼行事について

毎年 9 月 28 日に年祭を執行し、現在では 10 名余りの多詣者かあり、司祭者は、""川そヨ氏とか清

水ツル氏等神居在住の「稲荷 J r三官」の可祭者に依っているとし寸。

また、郷土祭典時には特に祭礼行事は行なわれていないが、開や吹流しを立て、供物を供えてし、

る。

毎月 288 の不動の日には供物あげ小坂氏はお多りしている。供物はお菓子類や果物で他は余り供

えられなし、。

信仰内容等について

当所は館大漁を闘う神ではなかったかと宮われているが、現在では家内安全ともいうぺき信抑の

ように考えられる。それは、小板市議氏を中心に、土別市の量水山・不動院に信者遣が年 回志納

金を寄付しており、祈祷キ」星供聾札等の配付を受けている。それに依ると「転鍋為福 J r祈願成

就」の士字があり、金欄表具の不動掛軸が掲げてある床の間に祭配されている事から考えられる o

また、多詣者は殆どが老令女性で占められる、と言われてしる mを考えると、家族の安全、幸福

を闘ろ老令女性の心情ではな L かとも言いる。

まとめ

(.)島内における金毘羅信伸の拍りは、稲荷、龍神の各信仰が早く受容きれ、広く漁業者一般に普

及し、その信仰的土 t裂は明治初頭より培かわれてきている。

しかし、?苛宝建立に至ってはない場合が多 L、。従って現在、間堂を有し祭柁儲押されて地域をみ

ると、利尻町特に沓形地区に集中している。東利尻町では鬼臨地区ーか所だけにみられるが、釦 l立

年代が最も古レ。

創始者または現信者の先祖の出身地は特定されず晋辺的な広がりがあって出身地的特徴はない、

だが、他の民間信仰と比較して強固な信者は少なくないが、慣例 1心がもたらす祭礼行事や維持運営

は整然したものがある。
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部落神社として位置付けられている、沓形字栄浜、種富町の金毘躍傭抑は他の信抑集団による信

岬に比して希簿であると雪いる。

塁審納容進物については比較的少くなし年号、寄進者名等配されてし、ないものがある。

殆どの渇合、仏教各宗派寺院に屈しているが(ー部を除< )これらについても、他の民間信仰と

の宜誼信仰老も多いが、異和悠、抵抗感、奇異なものは全くと曾ってよい程なく信仰し、祭最日し、

維持されてレる。

祭具、供物、寄進物毒事に於ても他の民間信抑と同様で特色はない。

祭礼行事の障の司祭者は必らず、旧各村社神主に依って執行されているのは他の民間信抑の祭礼

行事とは違っている。それは、他神社とは「格」が遭うという自負心、意識の表れで、ある唖の「心

意気」を感じさせる。

(2)島内に於ける不動傍岬は至る所に遍在しているが、 つの集団として、また堂宇を持って祭杷し

信仰されているのは沓形字神居の不齢院だけである。

鴛抽大法ミきに祭記されている不動尊像は数数年前迄揖堂と共に引越移転の際に自分の檀師寺に寄

進されたもので現在は信者は殆ど存在しなL 、。

この信仰も当初は漁業神で祭記されたとするえまら、他に余り倒をみない利尻島的信仰に宜容したも

のである。それは仏教神であると L寸事である。従って供物同漁はなく、祭具は太鼓はあるが「り

ン」があってこれは仏具であり、香炉等五具足が置かれてレる。

しかし、仏と信じているのではな〈、神道的神として信じ、量鞍もそのように信じている。

創始者の由来(不動院〉については不明であるが秋回県出者としては島内に於ては剖がなL 、。

この間査に'剖協力を闘った方々は、

鎗泊地区では広沢宗三、鬼脇では悶淵市次郎、石川徳、省形では成悶岩昔、宮崎安太郎、小坂市

蔵、西谷栄治、安回美樹穂の各氏で感謝量します。

連

il) 利尻町立博物館年報第 31奥

(2){3) 北海道開拓記企館調査報告第お号

(.)利尻町立怖物館年報第 5集文芸「りしり」 第 4 号

宅参考資料とした文献

i 泉町金刀比躍神社の由来並に掴守謹 亦稚金刀比躍神社

2 島物がたり 時雨音羽 宗谷観光協会 昭和田年

3 北海道関銘記念館調査報告第24号 北海道開拓毘念館 l開5
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